
令和2年9月1日現在

名称 代表者氏名 所在地 連絡先

名称 名称

代表者氏名 代表者氏名

所在地 所在地

連絡先 連絡先

みんなでいきる相談センター

025-546-7984

上越市石橋2-3-29 事業の内容

月曜日～金曜日を基本
（法人事業実施日に準ずる）
※12月29日～1月3日を除く
8:30～17:30

主な活動実績

短期入所事業所　ぷあん

025-545-5188

上越市石橋2-3-31 主な活動実績

共同生活援助事業所　ふぁみりあ　他

025-546-7964

上越市石橋2-3-29 主な活動実績

月曜日～金曜日
8時30分～16時30分
※12月29日～1月3日を除く
土・祝日に行事開催の場合は営業日とする

社会福祉法人みんなでいきる　障害福祉事
業部　りとるらいふ　他

025-542-0170

上越市石橋2-10-16 主な活動実績

みんなでいきる相談センター

025-546-7984

上越市石橋2-3-29 主な活動実績

社会福祉法人みんなでいきる　障害福祉事
業部　りとるらいふ

025-542-0170

上越市石橋2-10-16 主な活動実績

拠点等の特色等

拠点の機能を担う事業所は、公共交通機関にアクセスしやすく、徒歩圏内にはスーパーやコンビニ、飲食店などがある住宅街に立地しています。
関連する事業所が1か所に集約されているという利点を活かし、スムーズな連携が出来るよう、努めます。
りとるらいふの基本方針である、「本人には「地域で暮らす」ための支援を」「家族には「地域で暮らす」ための安心を」「地域には多様な人々と暮らす悦び
を」の三本柱の元、障害のある方の地域生活を支えていきます。

⑥その他
名称

事業の内容
地域住民等に対し、障害のある方の地域での暮らしに関する理解を深めること及び、施設（ハー
ド）や専門職が持つ機能を地域へ開放すること等を目的としたセミナーやイベント等を実施しま
す。連絡先

他法人との連携

有　　・　　無

所在地 障害のある方の地域生活を普及啓発するための取り組み（セミナー、映画の上映等）等

備考

拠点等の機能
を担う事業所

①相談
名称

支援員体制

⑤地域の体制づくり
名称

事業の内容
地域住民を交えた見守り体制や障害福祉以外の領域との連携体制の構築を図ることを目的に
地域や関係機関との情報共有会議を開催します。また、各拠点との連携会議を設け、各拠点で
の支援実践例等を蓄積・共有し、地域の障害福祉サービス事業所の支援力強化に努めます。連絡先

他法人との連携

有　　・　　無

所在地

・医療的ケアが必要な障害児への支援を通じ、他の医療的ケア児への支援の検討について協
議会に提案
・上越市の相談支援体制の再編について意見具申を実施（あんしん生活支援事業の見直し）
・法人の理念に基づき、ワンストップの相談支援体制を早くから実施

備考

④専門的な人材の
　 確保・養成

名称
事業の内容

「人材育成ガイドライン」を設け、職務年数に合わせた標準的スキルを身につけることが出来る
よう、職員育成のための仕組みを整備し、多分野にわたる専門研修等に派遣しています。
また、他拠点や他関係機関と連携し、専門職としての質を高めるための研修を実施します。連絡先

他法人との連携

有　　・　　無

所在地
強度行動障害のある人に対して適切な対応を行うため、強度行動障害支援者養成研修の受講
を計画的に進め、各事業所に研修修了者を配置しています。

備考
職務年数に合わせた標準的スキルを身につけることが出来るよう、「人材育成ガイドライン」を設け、職員育成のための仕組みを整備し、多分野にわたる
専門研修等に派遣しています。また、他拠点や他関係機関と連携し、専門職としての質を高めるための研修を実施します。

他法人との連携

有　　・　　無

所在地
・「その人らしさ」を尊重し、地域との繋がりを取り入れた活動を提供しながら、豊かな地域生活
を送ることができるよう支援しています。
・平成30年度の地域移行支援に係る体験利用の実績はありません。

営業日・
営業時間

備考 効果的な体験となるよう、希望する生活や本人の目標などを本人及び担当の相談支援専門員と共有し、体験利用を通してのアセスメントを実施します。

③体験の機会・場
名称

事業の内容
グループホームや見守り機能付き住宅、日中活動事業所での体験利用を通し、施設や親元か
らグループホーム、一人暮らし等への生活の場の移行をしやすくする支援を提供します。

連絡先

他法人との連携

有　　・　　無

所在地
平成25年度～令和元年度　障害者緊急短期入所用居室確保事業受託
令和元年度　 緊急受入15件（実人数）

備考
利用者の特性等を可能限り把握した上で受入れを行うため、事前登録制を基本とします。ただし通常時の利用がない、短期入所の支給決定のない方等で
も可能な限り受け入れを行いますので、ご相談ください。※緊急受け入れ実施後は各機関と連携を図り、今後の対応を検討します。

②緊急時の受入・対応
名称

事業の内容
介護者の急病等による不在や障害特性に起因する対応困難で虐待が想定される場合等に、事
業所での緊急の受け入れを行います。また、障害特性等から事業所での受入が困難な場合に
は自宅等にスタッフを派遣し、対応します。連絡先

管理者兼相談支援専門員：1名
相談支援専門員：2名
※管理者は地域包括支援センターの管理者と兼務連絡先

他法人との連携

有　　・　　無

所在地

・主たる業務：障害福祉サービス利用を希望する方にサービス等利用計画を作成し、地域での
生活が継続できるように支援を行なっています。相談対応は本人の意思を最大限に尊重するこ
とを重視しています。
・緊急時には地域定着支援契約者を軸として、24時間の相談支援を提供していきます。

営業日・
営業時間

令和元年度　サービス等利用計画作成者対応数：517件（1ヶ月平均：43件）
令和元年度　サービス等利用計画作成者数：188人
平成24年度～令和元年度　上越市あんしん生活支援事業受託

備考
緊急時とは、虐待や介護者の急病等による想定外の事態により通常の支援が困難な状況を想定しています。地域定着支援を実施し、台帳の整備や緊急
時の対応計画（クライシスプラン）の作成、緊急受入先との情報共有を行うなど、可能な限り事前にケースの把握に努め、通常から緊急を未然に防止しま
す。

① ②

全市域

地域生活支援拠点等の運営に係る情報

運営事業者
担当区域 指定年月日 拠点等の機能を担う事業所等

1
社会福祉法人
みんなでいきる

理事長
大島　誠

上越市西城町2丁目10番25号 025-530-7360 令和2年9月1日

拠点等の種類

面的整備型　　　　　・　　　　多機能拠点整備型

（面的整備型の場合）連
携する法人

1／1


